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ンビナントタイプの CP を作製した。それを用いて、同菌 (Ch)由来の ChNP と CP の併用効果に関して TL
との比較検討を行った。開発酵素剤の品質評価は、SDS-PAGE および基質活性計測により行った。実験群と
して TL群、ChNP群、TL＋CP群、ChNP＋CP群の 4群を設定し、全群 (各 n=12)において同量の ColGお




高純度を示し、CP 以外の酵素剤は不純プロテアーゼの混入を示唆する TLA を保持しない事が確認された。
中性プロテアーゼ単独で比較すると、膵島収量は TL群が ChNP群に対し有意に高値を示した (1,507.8±91.4  
vs 651.7±55.2、P＜0.01)。興味深い事に、両中性プロテアーゼに対する CP の添加効果は、ChNP＋CP 群 
(1,967.3±100.3)のみに認められ、TL＋CP群 (1,317.0±96.1)では、逆に収量の減少傾向を認めた。ChNP＋CP










中性プロテアーゼとしては ChNP の方が TL と比較して膵組織消化の比活性が低いことが判明した。また、
TLAを有する CPは同菌である Ch由来の中性プロテアーゼ (ChNP)と有効な相乗作用を有し、膵島の質を落
とすことなく分離効率を効果的に上げられる革新的酵素剤であることが初めて明らかとなった。 
